
愛媛県四国中央警察署協議会会議録 

(令和５年度第３回) 

 

日

時 
令和６年２月 21 日（水曜日) 午後１時 30 分～午後４時 00 分 

出

席

者 

１ 警察署協議会 

  会長以下８人 

２ 警察署 

  署長以下 11 人 

議

事

概

要 

１ 会長挨拶 

 ⑴ 各種警察活動に対する激励 

 ⑵ 活発な意見交換の依頼 

２ 署長開会挨拶 

 ⑴ 各種警察活動への協力に対する謝辞 

⑵ 忌憚のない意見の依頼 

３ 業務推進結果、業務推進計画の説明 

  令和５年10月から令和６年１月までの業務推進結果、令和６年２月 

から５月までの業務推進計画について、各課長が報告、説明した。 

４ 前回（第２回）の諮問事項（若手警察職員の指導者育成方策）につい

て、委員からの意見に対する回答 

 ⑴ 意見 

企業の社員教育や人材育成に関する業務を事業とする民間の有識 

者を部外講師として、研修会を開催してはどうか。 

  【回答】 

   チームワークを高めることによって組織のパフォーマンスを向上

させる「チームビルディング」の専門家を招聘して、「利き脳」判断

テストによる自己認識、コミュニケーション方法について教養を受け

た。 

 ⑵ 意見 

若手警察職員に対する指導方法の情報共有の機会として、中高年職 

員を対象とした会議や研修会を定期的に開催してはどうか。 

【回答】 

地元企業から新入社員の育成を担当する社員向けの資料の提供を 

受け、テーマ別にシリーズ化して教養資料を作成し、全体朝礼など署 

員が集まる場で、警務課長が教養を実施した。 

⑶ 意見 



若者世代の特性や価値観等を理解し、効果的な指導に活かすため、 

管内の高校生を始めとする若者と座談会を開催してはどうか。 

【回答】 

11 月７日に管内の高校生３人を招いて警務課の職員と座談会を行 

い、高校生からいただいた意見を活用して教養資料を作成し、「若者 

世代の特性を踏まえた部下の効果的指導方法」として、中高年職員に 

対する教養を実施した。 

 ⑷ 意見 

若手警察職員に対する指導を論理的かつ客観的に行うことができ 

るよう、対話型人工知能（ＡＩ）を活用してはどうか。 

【回答】 

 警察庁では現在、警察活動に先端技術を安全かつ適切に導入するた 

め、ＡＩなど先端技術の導入を検討するにあたって実証実験を実施す 

るなど、効果やその活用の在り方について検証・評価を行っている。 

今後、限られた人的・財政的資源の下で最大限の効果を上げること 

ができるよう、先端技術の積極的な活用を進めていく。 

５ 委員からの要望意見等 

  警察広報について、四国中央市の大谷山で、地元の活性化等を目的に 

 登山イベントを定期開催しており、同イベントを通じた各種警察広報を

実施してはどうか。 

６ 諮問及び答申 

諮問 答申 

－令和６年四国中央警察署運営目標－ 

【運営指針】 

 未来へつなごう 安全・安心 愛顔のえひめ 

【基本目標】 

 社会情勢の変化に対応しながら、市民とと

もに、愛媛の安全・安心なくらしを守ります。 

【重点目標】 

１ 市民の安全・安心を守る犯罪抑止対策の 

推進 

〇 市民、事業者、関係機関等と連携・協

力して、地域の犯罪情勢に即した効果的

な犯罪抑止対策を推進します。 

〇 子供・女性・高齢者等を犯罪被害から 

守るための取組を推進します。 

安全・安心な四国

中央市を築くため、

目標達成に向けた取

組を進めていただき

たい。 



 〇 相談・要望への適切な対応など、市民 

  の視点に立った警察活動を推進します。 

２ 市民の生活を脅かす犯罪への対処 

 〇 殺人や強盗など重要犯罪の早期検挙

により、市民の不安感の解消を図りま

す。 

〇 侵入窃盗、特殊詐欺、サイバー犯罪な 

ど市民の身近で発生する犯罪の早期検 

挙等により、犯罪の抑止と平穏な生活の 

確保を図ります。 

〇 暴力団及び匿名・流動型犯罪グループ 

や薬物・銃器事犯の取締りを推進すると 

ともに、暴力団排除条例等を効果的に運 

用し、暴力団の弱体化・壊滅を図ります。 

３ 市民を交通事故から守る活動の推進 

 〇 交通事故分析に基づく効果的な広報

啓発・安全教育・交通指導取締りを推進

します。 

〇 子供や高齢者、歩行者や自転車利用者 

を交通事故から守る取組を推進します。 

〇 交通実態に即した交通環境の整備を推 

進します。 

４ 災害やテロ等に備える取組の推進 

 〇 南海トラフ巨大地震や豪雨災害など

大規模災害に備え、より効果的・実践的

な訓練・対策を推進し、発生時には的確

に対処します。 

〇 要人警護の更なる強化を図るほか、重 

要施設の警戒、民間事業者、地域住民等

と緊密に連携したテロ対策の推進等によ

り、各種テロ等違法行為の未然防止を図

ります。 

５ 警察活動を支える取組の推進 

 〇 警察の魅力を伝える取組を積極的に

推進し、優秀な警察職員の採用募集活動

に努めます。 



〇 若手警察官の育成や中高年職員の資質 

向上、実戦的な訓練を推進し、現場執行 

力の強化を図ります。 

〇 社会の変化に的確に対応し、市民の期 

待と信頼に応える強い警察の確立に向け 

た取組を推進します。 

７ 署長閉会挨拶 

 ⑴ 活発な意見交換に対する謝辞 

 ⑵ 今後の各種警察活動への協力依頼 

８ その他 

  令和６年能登半島地震で活動した機動隊の各種装備資機材等の視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会開催状況 


